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＜説明内容＞
資料１ 第９次安城市総合計画実施計画（案）

第１章 実施計画の概要
第２章 財政計画
第３章 事業計画
１ 重点戦略
（基本計画に関連する施策の推進）

重点戦略１ 「しくみ」
重点戦略２ 「ちから」
重点戦略３ 「ばしょ」

【別添資料１】
目次参照
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第１章 実施計画の概要

【別添資料１】 P１〜２参照
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１ 計画策定の趣旨
実施計画は、第９次安城市総合計画の基本構想に掲げる、目指す都市像

「ともに育み、未来をつくる しあわせ共創都市 安城」を実現するため、基本計画
に基づき、総合的かつ計画的なまちづくりを推進するために策定するもの。

２ 計画の期間
今回の計画期間は、令和６年度（2024年度）から令和８年度（2026年度）まで

の３カ年。

３ 計画の性格
・財政計画と事業計画で構成
・基本計画に基づき実施する事業の内容、実施時期を示す
・次年度以降の３カ年を計画期間とし、ローリング⽅式で毎年作成
・この計画をもって次年度予算編成の指針とする

【別添資料１】
１ページ参照
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４ 計画の基本事項
（１）掲載事業

下記の事業のうち、施策の有効性・効率性・緊急性などから主要となる事業を選定。
①第９次安城市総合計画で定める重点戦略に関連する事業
②第９次安城市総合計画の基本計画に関連する事業
③施策的に特色のある事業

（２）SDGｓとの関係
・総合計画の重点戦略や基本計画に基づ

く事業の目指す方向性は、ＳＤＧｓの
目指す目標と関連するところが多くあ
る。

・そのため、事業計画に掲載した事業を
実施していくことで、SDGｓの目標達
成に資するものと考える。

【別添資料１】
２ページ参照
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第２章 財政計画（一般会計）

【別添資料１】 P３〜４参照
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財政計画（一般会計）
【別添資料１】
３ページ参照
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（億円）

令和5年度

決算見込み額 計画額 前年比（％） 計画額 前年比（％） 計画額 前年比（％）

市税 400.8 404.1 100.8 409.1 101.2 412.1 100.7

地方譲与税等 ※1 72.3 72.3 100.0 72.1 99.7 72.0 99.9

国県支出金 152.4 150.3 98.6 167.5 111.4 160.8 96.0

市債 20.3 22.8 112.3 24.3 106.6 20.1 82.7

基金繰入金 32.4 31.2 96.3 28.8 92.3 29.4 102.1

分担金・負担金 3.7 2.1 56.8 2.1 100.0 2.1 100.0

諸収入 28.6 25.3 88.5 25.3 100.0 25.3 100.0

その他 ※2 55.3 28.2 51.0 28.1 99.6 28.0 99.6

合計 765.8 736.3 96.1 757.3 102.9 749.8 99.0

人件費 110.9 120.6 108.7 116.3 96.4 121.4 104.4

物件費 130.6 133.9 102.5 129.9 97.0 130.6 100.5

維持補修費 18.9 17.7 93.7 18.2 102.8 18.7 102.7

扶助費 177.6 184.5 103.9 199.0 107.9 202.4 101.7

補助費等 75.3 72.0 95.6 72.4 100.6 72.5 100.1

投資的経費 90.4 97.4 107.7 109.8 112.7 93.7 85.3

公債費 30.6 29.1 95.1 28.6 98.3 28.0 97.9

その他 ※3 84.8 66.1 77.9 68.1 103.0 67.5 99.1

合計 719.1 721.3 100.3 742.3 102.9 734.8 99.0

※1 地方譲与税等：地方譲与税、地方消費税交付金などの各種交付金、地方交付税
※2 その他（歳入）：財産収入、寄附金、使用料・手数料、繰越金
※3 その他（歳出）：投資・出資・貸付金、繰出金、積立金

歳
出

令和7年度 令和8年度

歳
入

令和6年度



市債残⾼と基⾦残⾼の推移
【別添資料１】
４ページ参照
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第３章 事業計画
１ 重点戦略

（基本計画に関連する施策の推進）

【別添資料１】 P５〜参照
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＜説明事業＞

10

通し
番号

重点戦略 担当課 事業名

2 健康推進課 不妊治療⽀援事業

5 総務課 中学校屋内運動場空調設備設置事業
6 農務課 ⾷料・農業・交流推進事業

7
商工課

（企業⽴地推進室）
企業⽴地推進事業

9 土木課 道路新設改良及び鉄道⽴体交差事業
10 区画整理課 三河安城駅南土地区画整理⽀援事業
11 都市計画課 ⾃転⾞活⽤推進事業

12
環境都市推進課

（ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ推進室）
リース方式による公共施設ＬＥＤ化事業

重点戦略２

 子どもを育む確かな「ちから」を蓄える

8
健幸=ＳＤＧｓ課

スポーツ課
三河安城交流拠点創出プロジェクト

シーホース三河応援事業

重点戦略３

 子どもを育む安らぎの「ばしょ」を築く

3
重点戦略１

 子どもを育む優しい「しくみ」をつくる

総務課
保育課

国保年⾦課

学校給⾷費無償化事業
第２子以降低年齢児保育無償化事業

子ども医療⾼校⽣世代拡⼤（通院費）事業

1 健幸=ＳＤＧｓ課
結婚新⽣活⽀援事業

縁むすびプロジェクト

4 学校教育課

少人数学級推進事業
学校図書館教育推進事業

つながり促進事業
スクールアシスタント事業
教員業務⽀援員活⽤事業



重点戦略１「しくみ」
【別添資料１】P５~６参照

通し
番号 事業名 掲載頁

１ 結婚新生活支援事業
縁むすびプロジェクト

P11
P11

２ 不妊治療支援事業 P12

３
学校給食費無償化事業

第２⼦以降低年齢児保育無償化事業
⼦ども医療⾼校生世代拡⼤（通院費）事業

P13
P13
P19

４

少人数学級推進事業
学校図書館教育推進事業

つながり促進事業
スクールアシスタント事業
教員業務支援員活用事業

P14
P14
P15
P15
P17

５ 中学校屋内運動場空調設備設置事業 P16
11



結婚新生活支援事業・縁むすびプロジェクト
【別添資料１】
１１ページ参照

出⽣数の増加に寄与する若年層へのアプローチとして、結婚⽀援を⾏います。

�結婚新生活支援事業�

これから夫婦として新⽣活をスタートさせる世帯を対象に、結婚に
伴う新⽣活のスタートアップにかかる費⽤(家賃や引越費⽤など)の
⽀援を⾏います。
※1 婚姻⽇や年齢、世帯所得などの要件があります。
※2 上限額 夫婦ともに39歳以下 1世帯あたり30万円

夫婦ともに29歳以下 1世帯あたり60万円

�縁むすびプロジェクト�

結婚⽀援イベントや結婚⽀援セミナーの開催などにより、結婚の
希望をかなえるための⽀援を⾏います。
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不妊治療支援事業
【別添資料１】
１２ページ参照

不妊に悩んでいる夫婦（事実婚を含む、夫または43歳未満の
妻が対象）に対し経済的な負担を軽減するため、不妊治療費

の一部を助成します。

・治療の内容：不妊検査、人工授精など（保険適用内・外は問わない）
・助成率：自己負担額の２分の１
・助成上限額：（Ｒ５）５万円／年度

（Ｒ６）１０万円／年度

一般不妊治療（拡充）

・治療の内容：体外受精、顕微授精など（保険適用内のみ）
・助成率：自己負担額の２分の１
・助成上限額：２０万円／クール（※）
（※）１クール：採卵（以前に凍結した胚による胚移植を含む）から妊娠確認まで

生殖補助医療（新規）
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子育て３つの無償化事業
【別添資料１】

13・19ページ参照

１ 学校給食費無償化事業（新規）
市⽴⼩中学校に通う児童⽣徒を対象に給⾷費の無償化を⾏います。また、
アレルギー等を理由に給⾷を⽋⾷する児童⽣徒、特別⽀援学校及び市外
の⼩中学校へ通う児童⽣徒の保護者には、給⾷費相当額を⽀給します。

子育て世帯の負担軽減を図り、少子化対策の一助と
するため、以下の事業に取り組みます。

２ 第２⼦以降低年齢児保育無償化事業（新規）
第１子の年齢や⼊園の有無、世帯の所得に関わらず、同一世帯の子の
中で第２子以降の低年齢児（０〜２歳児）の保育料の無償化を⾏います。

３ ⼦ども医療⾼校生世代拡⼤（通院費）事業（新規）
通院に係る保険診療の医療費⾃⼰負担分への助成を拡⼤し、⾼校⽣世代
である１８歳年度末までの医療費の無償化を⾏います。
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きめ細やかな指導を
・常勤講師
・非常勤講師

児童⽣徒の居場所
となる図書館に

・学校司書

特別な⽀援を必要とす
る児童⽣徒等への⽀援
・ｽｸｰﾙｱｼｽﾀﾝﾄ（学習⽀援員）
・非常勤養護教諭
・看護師
・介助員
・学校安全補助員

少人数学級
推進事業

不登校などの
児童⽣徒の心のケア
・SSW（ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）
・つながりﾃﾞｨﾚｸﾀｰ兼SSW
・社会教育指導員（ふれあい教室担当）

・臨床心理⼠・公認心理師

【別添資料１】
14・15・17ページ参照

つながり促進事業 学校図書館教育推進事業

ｽｸｰﾙｱｼｽﾀﾝﾄ事業

児童⽣徒を一番
近くで⽀え⾒守る
・教員

教員の負担軽減

・教員業務⽀援員
・学校校務補助員

教員業務支援員
活用事業

児童生徒を
支える支援体制

業
務
支
援

新
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中学校屋内運動場空調設備設置事業

１ 事業概要
夏の授業や部活動における⽣徒の熱中症予防対策のため、中学校の屋内運動場・

格技棟に空調設備を設置します。

２ 対象施設
市内全中学校の屋内運動場、格技棟

３ スケジュール
令和６年度 実施設計
令和７年度 設置工事

屋内運動場 外観 室内機 イメージ

【別添資料１】
１６ページ参照
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重点戦略２「ちから」

【別添資料１】P７~8参照

通し
番号 事業名 掲載頁

６ 食料・農業・交流推進事業 P２１
７ 企業⽴地推進事業 P２５

８ 三河安城交流拠点創出プロジェクト
シーホース三河応援事業

P２９
P３３
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食料・農業・交流推進事業
【別添資料１】
２１ページ参照

活⼒ある農業経営基盤の構築と持続可能な農業の推進、農業を核とした交流促進と農業資源を活⽤
した安城農業の活性化へ向け、農⽤地利⽤改善組合等の活動を⽀援します。

第３次⾷料・農業・交流基本計画
＜計画期間 令和５〜９年度の５年間＞

⾷料・農業・交流推進事業(補助⾦)
農⽤地改善組合等活動⽀援事業
＜主なメニュー＞
転作団地化推進、地域⾷農活動推進、
地域計画推進

農業経営体強化事業
＜主なメニュー＞
環境に配慮した水稲直播の
推進、革新的農業推進、６
次産業化推進、⾥親農家
イチジク及びナシ新規栽培
・経営継承・経営改善⽀援

⽣分解性マルチフィルム利
⽤推進〜めざす姿〜 日本デンマークの継承と

新時代を拓く安城農業の実現
18



企業立地推進事業
北⼭崎地区⼯業団地造成事業を進めます
・所 在 地 安城市北⼭崎町及び尾崎町地内
・開発面積 約１４．５ha
・分譲面積 約１１．０ha
・事業主体 愛知県企業庁（予定）

１工区
約7.9ha

Ｒ６年度

Ｒ７年度

・詳細設計業務
・地区外交差点改良⼯事

・⽤地造成工事
・地区外交差点改良工事
・周辺道路等整備測量設計

Ｒ８年度 ・⽤地造成⼯事
・周辺道路等整備⼯事

R９年度 ・⽤地造成⼯事

R10年度以降 ・１⼯区分譲、引き渡し

２工区
約6.6ha

R12年度以降 ・２⼯区分譲、引き渡し

北部調理場

【別添資料１】
２５ページ参照
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三河安城交流拠点創出プロジェクト
シーホース三河応援事業

シーホース三河応援事業
★バスケクリニック
★選手が小中学校訪問
★東祥アリーナ安城でのゲーム支援

三河安城交流拠点創出プロジェクト
★シーホース三河連携事業
・アリーナができるまでの間、⺠間と協⼒してイベントを
実施し、新たな賑わい創出を図る。

イメージです。

20

【別添資料１】
29・33ページ参照



重点戦略３「ばしょ」

【別添資料１】P９〜１０参照

通し
番号 事業名 掲載頁

９ 道路新設改良及び鉄道⽴体交差事業 P３６
１０ 三河安城駅南⼟地区画整理支援事業 P３８
１１ ⾃転⾞活用推進事業 P４１
１２ リース⽅式による公共施設ＬＥＤ化事業 P５１
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道路新設改良及び鉄道立体交差事業
【別添資料１】
３６ページ参照

鉄道高架検討区間 L=約1.0km

至

吉
良
吉
田

至

新
安
城

鉄道により途切れている
未整備区間（県道）
鉄道により途切れている
未整備区間（県道）

幅が狭く、すれ違いが
できない踏切（市道）
幅が狭く、すれ違いが
できない踏切（市道）

鉄道高架
検討区間
L=約1.0km

令和６年度から鉄道概略設計に着手します。
その後、国庫補助制度活用に向けて関係機関と調
整を進めてまります。

市・県双方の道路の課題解消を図るため、
鉄道立体交差の事業化に向けた準備を進めます
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三河安城駅南土地区画整理支援事業

事業区域 約17.7ｈａ

三河安城駅

位 置 図
理事会の様子

組
合
設
立
総
会

公
共
施
設
設
計

街
区
・
路
線
測
量

換
地
設
計

公
共
施
設
整
備
工
事

組合による土地区画整理事業に対し支援

清
算

保
留
地
・
換
地
処
分

令和5〜6年度 令和7〜13年度

仮
換
地
指
定

三河安城駅南地区において、健全な市街地の発展と秩序ある市街地整備の
促進を図るため、土地区画整理事業を施行する組合に対して支援をします。

【別添資料１】
３８ページ参照
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自転車活用推進事業
【別添資料１】
４１ページ参照

２．シェアサイクルポート整備
【シェアサイクルとは】
• ２４時間利用でき、アプリ上から予約
可能な電動アシスト自転車によるシェ
アリングサービス

【事業内容】
• 令和５年１０月からサービスを開始し
た９施設（鉄道駅や市役所等）に加え、
集客が⾒込まれる⼤型商業施設等の⺠
間施設にポートを整備する。

１．自転車ネットワーク整備工事
【整備路線】
① 安城駅からデンパーク東交差点ま

での市道御幸本赤松線の約3.0km

② 市役所⻄交差点から横⼭町交差点
までの市道安城横⼭線の約0.4km

（花ノ木用水緑道とネットワーク化）

【スケジュール】
• 令和６年度よりデンパーク東交差
点を起点として整備開始

参考：市道安城三河安城線整備状況

名鉄南安城駅ﾎﾟｰﾄ

ＪＲ安城駅南口ﾎﾟｰﾄ
１．自転車ネットワーク整備路線

２．シェアサイクルポート整備

①

②

デンパーク

︓令和５年度設置ポート（１０⽉から稼働）

・ＪＲ安城駅 ・ＪＲ三河安城駅 ・名鉄新安城駅
・名鉄南安城駅 ・名鉄桜井駅 ・安城市役所
・総合運動公園 ・デンパーク ・作野公⺠館

︓令和６年度以降
設置想定施設

・安城更⽣病院
・安城コロナ
・ららぽーと安城（仮称）

ほか２施設
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リース方式による公共施設ＬＥＤ化事業

現状と課題
・ 蛍光灯等照明器具の⽣産終了
・ ⾼騰する電気料⾦
・ 温室効果ガスによる地球温暖化

事業概要

リース会社

地元⼯事業者

施⼯管理業者 現地調査

照明器具更新
メンテナンス

・電気料⾦の削減
・温室効果ガス排出量の削減
・財政負担の平準化
・故障時における事務手続の
簡素化

事業の効果安 城 市

公共施設の照明をLED化

リース契約

連携

連携

2030年度
（目標年度）

市が実施している事務及び事業に
関する温室効果ガス排出量 5,227t-CO2

削減率（2013年度比） 51.0%

【別添資料１】
５１ページ参照
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